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.に酔帽叫〈らませ叫戚人目

決意新たに3.500人集う

市の成人式
1月聞の「成人の回ム続成人時う奈

師叫が聞かれ会場出勺同開

館(11<.110I捕しい人生の剛岬時現

を必くり.せたfii障でい司'"恨はり司直しお

. .  市内で"，入金迎えたの""醐人.

胡に I~ .: <t)今日脚人州庸し.した.

式銅で''^市長が rこれかりは犬、とし

ての権"と畿傍を締っこ企に伝り重.. r成
h大志をい削』捕に園梅人企しでの実

'創刊い，い力でζ の 組 を も ヲ 同 勺と

育てて《ださい」出健いの...・り .し

丸山時け斬成人をIU!l..片山軒

さん〈今市町〉とニ宅融Tさん(t;4i'!i-=:

r目〉が「自分附.に責任時ちだれか

に目橿と削るようはAIC'iりたい」と力強

， r新成人時蛋」を運べると会場"対

句感銘の鮪字でつつまれ乏した

己のあと幽アト，クゾ ./tl，でift>h

先生相更子 ::J""'-- ~を難しみました

内"に仰すがん!:~nJt"いさっする町OA開制合H・均一切

"ヒ、 ζの目隠油断 L〆タ ー (嗣肝

日〉でもむ身剛容者見福祉箇会連合公主傭

叫人市蜘れ"人の耐人"M_柑

い奮した.

ふれあいの輸が広がりました

ふれあい宣言タイムマラソン
‘やさ Lさへのー拶をふみどそう" ~. .. ヲ

チヲレ←3引際害者，健常.の4れあいを広げよ

うと ふれ.い宜宵タイムマ， j "が 1JI17口

仰いー(左京町印刷道路で闘か

れま Lた.

ζ れ" 宜曾したタイム，実際怠ったタイムの

差..ろもので、 1回 3回 6皿 ..の"ー

スに閣人の障害.健闘A・ .. 

相ぞれの附にあわせ獲しみ径がり慮り

さbやかは汗を複しで、.した.怠りおわると

ザン アピリ" ーズ豪良でも色っき..り、つ

息たてのもちに青つづみを打，ていま Lた.
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大切な生命、文化財を守ります

市消防出初め式

市清防間観.，it.~f 1月間、同ノ岨'助午、

倒(掛町) 時 同 糊 . 民 団 員 縄

入欄タ，プ員ら約l醐人 柄防車両"台が

出勤しました.

却"町長時ずに帥り，、市民の生命

と防車 そして1岬噛.をもっ文叫 宣

明日岬カして〈ださいH 訓示.

後いで脚噛りが僻にわ化，闘

"に酬してきt闘凶員，~入金齢

制阻員同醐州通附われま L

化.

a険後に、崎ノ池酔で切m・'"ご車."じ

めとする絹防副院はどtは 6 斉2噴水禽習が.

旬、赤 ."'..色はどの色とりどりの.が.

ホされると、見学にきていた近〈の子どもた

ち崎町制見入 oて刊 した.
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長孟司
-・ 目事I

ロ

..にボール・，.ぅ.亨翠乎.

コート ポールゴールの大8さ信三=でも スピード

迫力隠巳，グ盆ミエψヲ抱一

友情のンュートで日裏親善

ミニサッカーチームガ3"tlitt試合

'"ド各雄で白ユヲテ，ヵーの似合金Lながり

回優観嘗を標めようと降毎"月 オ ストラ

リγの少伸一-"時四.叫

剛 岬 帥 柑(措置"で関かれ jflf'j

.< .高校生と交流猷合金行い草 Lた.

楽団したの11-14俊男子 "0男子 ''" 

k子の"ーゐ似のメ山 一

.合前週手切"、市役所を表敏...大川l

所長が 阿 川ーの交塊li" !>ろん奈良咽

史と文化にもた勺ぷり触れで〈ださ¥'J t歓
迎すると伺長のバリ eジ._0ンさんほ

「日本の文化と歴史.学ぶため.随般金奈良

ですることにし奮した」とあいさつしました.

交醐合11.-録制問吐耐(女

子) 三笠岡仲町ヲ，.ト夕刊叫

" ム5人¢還手が..倉 よりひと回り

小さは 2ーかで、スピ←Vと正信包ポールヨ

ント 0_'を鎖いました.どのま式合も倭織で

したがミ吋叶ーの柑ト 川 刊 ア

，ーム削酬という舗果叫りました
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二名コーラス走ろう会

ζ目ータ叩聞に名公醐の胞から飴.り

刊でi岬目叫えます.会副川代仙川闘で と

幅広〈 現在胤. ，人哨j~*肌醐of.，\'of.>もと

到底し〈活鋤してい肇す.

開，， '嗣材集し〈且しましけJと触れ

ー クでJ陸側.かに御場Lて〈れます.想切了司併でわかり

やすいn パイスは会員にも".です.::r_， "-1:各，d_
同酬が虚伝ーョ此きの鍵山 ードーが湖その

f三めI:J臨.と包る発P簡を火事伝してい盆す..・R体鱒やa
U匝酬をして山崎酬をほ"帥体刊号て奨いt

声を附すよう努刀Lて".す.

という 0'、今隼 9月ごろに凶周年記念コンψ トを予

定L切り闘も酬と~#A6のです. ll.A"f>輔

いろ、ろ忽人が聞きにきて〈れ諺す.以前の鋼台では・よ

かq たよ'とみ'"1.宵勺てくれて それを"げみに よし

今度も・と会員全員"り"でい.す.

ヨンザ トはもらろん、ぜひ飾習にゐ..し〈ださい.

3 ンφート"史跡文化。ンターで網智は錨週火.闘午前

1骨iE'fl:ニ名公捕で.山川大歓迎ですので

必気穫にどうぞ.

どのスポーツも ま ず 造 る こ と が 創 刊 醐i鞘

. ' ，何冊醐奮の刑判噛日)醐マ，ソン志
向のタ ，プ.

現住会員出001ミ"ドé寸に~.かり印a代惑で鈎人

(うら女性~Alで前向杭活動していU. 網走るのが

好$1'.;I!.，暗唱輔がた1庫 川 " .!:¥':'仲間闘

でれ も と も と叫が多〈ーの酬で…，

プL みん"措L晴刊がりの体カづ〈りIt-:O::a.，
Lかも抽の大会に遣れも ι宮市加もL 入賞品割

合の...岬団"グーと臼貧して¥.t"1".
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市役所会I!HIUlI代 珊土問 ト 了目H 品開閉

奈良市公 A ‘ 
Z玄

とき

2月刊日-21日
ところ

高齢者私の主張大会も開催 中央公民館
(上三条町宮@65(6)
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~M・わ寅.怠慢..~どを発表されま写.

多くの人の鯵舗を待ってし'.す.

119 日(金〕
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真など田作品華麗示L茸す.
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，.眠圃r遭い覆聞けJ 監.'!t ャーわ 7ヲテ~ .f g -
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，ことι剖 Lτ申不宜と同時ι蝿実的でもるる己骨子冨曲、
イ"'!'"申目制F、ロルド 守タ 1， "が】割拍年2月に今ー
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冒.，スピ-，申書量です. ，量い.明け，，章、そ由置に
ついで槽いた留事詩的担噴両です，

こどもPニ メ映画大会

，コランタースの犬 午睡 2崎『岡担分
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ヨ-''''， I桝掴旧制 珊での帽醐
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テーマ 「私の社会審加J

宵本直子(富雄刑公民旭)量田 清一 "'.公民陣)

井上要子(都暑公民圃〕

.. 四郎(平揖公民圃〕

水滴 事 〈中央公民箇)
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E挺 宗一 (中史公民姐〕
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